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男性看護師のキャリア発達に関する
意識と行動
翁長浩一郎＊１・岩本　祐一＊２・片岡　寛人＊３
久間　悠軌＊１・筒井　憲幸＊４・岡安　誠子
概　　要
　急性期病院に勤務する男性看護師７名に対するインタビューから，男性
看護師のキャリア発達に関する意識と行動について検討した。その結果，
【キャリア発達に対する消極性】【経験の蓄積と技術研鑽への意欲】【職場
における役割の獲得】【専門性の追求】及び【看護職への価値形成】のカ
テゴリー，男性看護師の特性として【看護の幅を広げる】，【未発達な男性
看護師の立場】及び【家族に対する責任】のカテゴリーが抽出された。家
庭を経済的に支える責任を担っているという意識は，男性看護師を継続す
る意志につながっていた。また，資格取得に伴う経済的負担や看護師とし
ての経験不足は，キャリア発達に対する消極性につながっていた。
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Ⅰ．はじめに
　キャリア発達とは，職業と個人的な経験，さ
らに環境要因によって形作られる成長の過程と
いわれ，看護師の仕事に対する満足感を高め，
看護の質を維持するために有効であることが認
められている（グレッグ，2003）。良質で効率
的な医療の提供に対する社会の期待を背景とし
て，看護の質の向上および看護職員の満足度を
高める必要性から（草刈，1996），看護管理や
継続教育においてキャリア発達の報告が多くな
されるようになってきた（グレッグ，2003；草
刈，1996；川原，1999）。このキャリア発達に
関する個々の意識は，看護師が各々どのような
看護師を目指し今後どのような仕事をしていく
のかといった目標や具体的な取り組み等，将来
の方向性を決定する重要な要因であり，動機づ
けとなる。
　近年，日本における男性看護師の割合は平成
4 年の 2.4％から（厚生労働省，2004），平成 22
年には 5.6％（厚生労働省，2010）と徐々に増
加している。しかし，看護師のキャリア発達に
関する研究の殆どは女性看護師を中心に議論
されている。数少ない男性看護師のキャリア発
達に関する研究もアンケート調査によるもの
が多い（内海ら，2010；津野ら，2012）。イン
タビューに基づいた男性看護師のキャリア意
識に関する研究でも，研究対象はスペシャリス
トと看護管理者に限られている（桐明，2010）。
先行研究では，男性は女性に比べ看護に対する
満足度が低いものの（Lambert et al，2001），
長期的にみると女性に比べ男性の離職率は低
いといわれる（Lou et al，2009）。未だ女性社
会ともいえる看護師の社会だからこそ，男性
看護師の思い描く“未来”には，「男性として」
という思いが根底に存在しているとも指摘さ
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れている（佐久間，2012）。しかし，男性看護
師の「男性として」の特性を踏まえ，キャリア
発達を検討した研究はみられない。
Ⅱ．研究目的
　本研究では，男性看護師の特性を踏まえた
キャリア発達に関する意識と行動から，男性看
護師のキャリア発達の様相を明らかにする。
Ⅲ．研究方法
1．対象者
　約 600 床を有し，急性期医療を提供するＡ病
院で就業する勤務年数 1 年以上の男性看護師を
対象とした。Ａ病院の看護部長に調査について
説明し，男性看護師への依頼の承諾を得た。そ
の後，男性看護師宛の「研究依頼書」及び「研
究協力に関するアンケート」を各部署に配布し
た。この「研究協力に関するアンケート」で事
前調査を行い，研究協力の得られた 7 名を研究
対象とした。
2．調査方法
　調査は，インタビューガイドを用いた半構成
面接によって行った。データ収集は，研究者と
対象者の間で直接連絡を取り，面接日程の調整
を行った。落ち着いた環境で実施できるよう，
面接は人の出入りのない大学の演習室を用いて
おこなった。1 対象者当たり 1 回の面接を行っ
た。1 回の面接時間は，30 〜 60 分とした。イ
ンタビューの内容は，対象者の許可を得て IC
レコーダで録音した。
3．調査期間
　データ収集期間は，平成 19 年 8 月〜 9 月で
あった。
4．調査内容
　インタビューガイドは，基本属性などの個人
背景，看護師の仕事に対する意識，男性看護師
であることに対する意識，キャリア発達に関す
る意識と行動，職場環境，仕事あるいはそれ以
外で，将来実現したいこと等で構成した。
5．分析方法
　IC レコーダによって録音したインタビュー
の内容は，逐語録に起こし熟読し，相違点およ
び共通点について比較分析することによりサブ
カテゴリーを抽出し，次にサブカテゴリー間の
比較分析を行いカテゴリーの抽出を行った。そ
の後カテゴリー間の関係性について検討した。
　真実性の確保のため，インタビューを録音す
ることで情報の取り違いを防ぎ，スーパーバイ
ズを受けつつ，実際のデータから分析結果が乖
離しないよう留意し，複数人でデータ分析を
行った。また，カテゴリーの基となったデータ
を，（例）として斜体により適宜文中に示した。
6．倫理的配慮
　本研究の目的および方法，研究参加は自由で
あることについて文書と口頭で説明し，同意書
を得た。また，研究参加に一度同意した場合で
あっても，いつでも参加を取り止めることがで
きることを説明した。インタビューで得られた
データは逐語録にする時に匿名化を行い，デー
タは厳重に保管して個人情報の保護に努めた。
また，高知大学医学部倫理委員会の承認を得た。
Ⅳ．結　　果
１．研究対象者の概要
　研究対象者は 7 名，年齢は 26 〜 42 歳，平均
29 ± 5.8 歳であった。勤務する領域は，手術室，
循環器内科，消化器外科，精神科，整形外科で
あった。看護基礎教育課程は専門学校の 3 年課
程 3 名，4 年制看護大学 2 名，高等学校専攻科
1 名，准看護師進学コース 1 名であった。経験
年数は 3 〜 19 年で，平均経験年数 6.6 ± 5.5 年
であった。既婚者は 4 名で，既婚者のうち子ど
も有りが 3 名であった。
２．男性看護師のキャリア発達に関する意識と
行動
　男性看護師のキャリア発達に関して，【キャ
リア発達に対する消極性】，【経験の蓄積と技術
研鑽への意欲】，【職場における役割の獲得】，【専
門性の追求】および【看護職への価値形成】の
5 つのカテゴリーがあげられた（表 1）。
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いなのがあるんですけど，まあ取るのにも費用
が要りますので，まあ，かといってこちらのほ
うに見返りがないんですよね，今現在。まあそ
れを取るのには，所帯持った人では，無理って
言ったら言い過ぎなんですけど，所帯を持った
人ではちょっと取れない。
（例 3）そうですね。（師長は）責任重いですしね。
やっぱりみんなのことを把握していないといけ
ないですし。
【経験の蓄積と技術研鑽への意欲】は，看護の
幅を広げることや対処能力の向上につながるた
め，〈経験の蓄積への意欲〉および〈技術研鑚
への意欲〉について語られた。
（例 4）他の領域ももっと極めて，まあ自分の
アセスメント能力を，うん，養いたいですね。
（例 5）今の領域でね。もっと専門的に勉強し
てもっとこう，自分のできることを深められた
らいいと思うんですけど，まあ将来的にはわか
【キャリア発達に対する消極性】は，6 つのサ
ブカテゴリーに分けられ，職場における〈資格
取得に対する支援制度の不足〉が語られた。資
格取得等のためには経済的負担が大きく〈家族
の理解と協力が不可欠〉であるが，資格取得に
よる〈経済的な見返りが得られない〉と語られ
た．また，〈経験年数の少なさ〉から将来の見
通しが立てられない人もあった。現在の領域で
必要な知識あるいは経験の不足を感じており
〈知識・能力不足への不安〉がみられ，現時点
では〈重責を負うことの不安〉について語られ
ていた。
（例 1）他の病院って結構出張費って出るんで
すよ，うちの病院って出ないんですよ，ほとん
ど。そういうことを考えると，他の病院に比べ
たらサポーティブではないのかも知れないです
けど。
（例 2）勤務する領域でもその専門看護師みた
男性看護師のキャリア発達に関する意識と行動
表 1　男性看護師のキャリア発達の意識と行動
表 ．男性看護師のキャリア発達の意識と行動
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【カテゴリー】 サブカテゴリー!
【キャリア発達に対する消極性】 資格取得に対する支援制度の不足!
家族の理解と協力が不可欠!
経済的な見返りが得られない!
経験年数の少なさ!
知識・能力不足への不安!
重責を負うことの不安!
【経験の蓄積と技術研鑽への意欲】 経験の蓄積への意欲!
技術研鑚への意欲!
【職場における役割の獲得】 職場での調整役!
後輩看護師の育成!
【専門性の追求】 学びを深める事への欲求!
勉強会への参加!
認定看護師に対する関心!
【看護職への価値形成】 充実感とやりがいを得られる職業!
学びを得ることのできる職業!
看護観の模索を続けること!
生活の手段としての仕事!
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らないけど，まあ，今の仕事をもっと勉強した
いと思ってます。
【職場における役割の獲得】は 2 つのサブカテ
ゴリーに分けられ，男性に比べて女性の多い職
場における人間関係，職場の雰囲気の改善，患
者 ‐ 女性看護師間の関係の調整役を担うなど
の〈職場での調整役〉について語られた。また
ベテラン看護師の場合には後輩看護師へのアド
バイスや指導をしており，〈後輩看護師の育成〉
も行っていた。対象者の中には，将来的に師長・
副師長の役割を担うことの必要性を感じている
人もあった。
（例 6）やっぱり怒っている患者さんに対して
とか，看護師さんでも女のひとはやっぱり，感
情的になってしまうところがあるから，そこを
こう諭すみたいな。（中略）関係調節みたいな
感じね。
（例 7）橋渡し的な感じね。クッション的な役
割になれたらいいなあとは思うんですけど。
（例 8）仕事を円滑に進めていく技みたいなの
はあるんですけど，（それらの技を後輩に）伝
えはしたいなと思っているんですけど。
【専門性の追求】は 3 つのサブカテゴリーに分
けられ，現在勤務している領域への〈学びを深
める事への欲求〉を持っており，大学院への進
学を希望している人もあった。また休日を利用
して〈勉強会への参加〉をしている人もいた。
対象者の一部には〈認定看護師に対する関心〉
を持っている人もおり，身近な資格取得者に相
談したり，インターネットを通じて認定看護師
の情報を得ていた。
（例 9）今回は SST（Social Skills Training：社
会生活技能訓練）って言うのと ACT（Assertive 
Community Treatment）っていうのを，包括
型治療連携って言うのをみたんですけど，先進
的な意見を持っているスタッフの方とか先生の
方とか意見を聞かせてもらったりとか，その中
で自分のみていきたいものが学べたりするの
で。
【看護職への価値形成】は 4 つのサブカテゴリー
に分けられ，患者さんとの関わりの中で役に
立っていると実感し，〈充実感とやりがいを得
られる職業〉と感じている対象者もいた。ケア
に対する患者の反応から得る学びや，看護を行
うことで自己成長でき，〈学びを得ることので
きる職業〉と，ほとんどの対象者が捉えていた。
また看護観は経験を積む中で深めるもので，〈看
護観の模索を続けること〉が重要であるという
考えもあった。また，看護職を〈生活の手段と
しての仕事〉として捉え，仕事として割り切る
と考える人もあった。
（例 10）やりがいはある仕事でまあ 1 つ 1 つの
やり取りが楽しいし，ちょっとまあ力になって
いるなという時があり，まあ充実感ややりがい
が感じられる仕事。
（例 11）ケアとかでも手がかかるけど，時間を
かけてやると患者さんからのアクションがある
し，応え方っていうのがあるから勉強になるし，
だからそういう意味で看護観ということを模索
する仕事でもあるし，勉強になる仕事になると
思います。
3．男性看護師の特性
　次に，キャリア発達に関連の深い男性看護師
の特性として，カテゴリ 【ー看護の幅を広げる】，
【未発達な男性看護師の立場】及び【家族に対
する責任】の 3 つが抽出され（表 2），以下に
説明した。
【看護師の幅を広げる】は，4 つのサブカテゴリー
に分けられた。趣味などの看護以外の知識を生
かした〈男性特有の発想〉が看護の視野を広げ
ると考えていた。また，力仕事に対する女性の
非力さを補うこと，女性看護師の視点を尊重し，
〈女性の価値観を取り入れる〉ことが看護にお
いては必要であると考えていた。また，〈男性
患者の理解者〉となり，同性である事による安
心感を与え，治療時の羞恥心の軽減を図る。さ
らに，〈女性看護師との協働〉によってケアを
分担することの必要性について語られた｡
（例 12）看護は男性の価値観だけでやれるよう
な仕事では絶対ない。だから，女性が確立して
きた仕事なんで，そこにこうね，（中略），スパ
イスをね。
（例 13）治療の介助するときって基本的には同
性のほうがいいのかなあって時々思うんです
よ。女性の患者さんだったら，女性がつくとか
男性の患者さんだったら男性がつくとか。まし
て泌尿器の手術とか。（中略），そういうときに
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男の僕には言いやすいというような場面があれ
ば。そういう関わりができたらいいなあと思っ
てるんですけどね。
【未発達な男性看護師の立場】では，2 つのサ
ブカテゴリーに分けられた。職場において多数
を占める女性看護師に対して肩身の狭さを感じ
ており，〈女性看護師が優勢〉という認識をもっ
ていた。また，管理職に男性看護師が就任する
等，看護現場における男性の台頭に対して，〈女
性看護師からの批判〉の存在を感じていた。
（例 14）うちの職場だけかもわからないですけ
ど，女性の方が力が強いので（笑い）男性のほ
うが居心地悪そうな感じはちょっとあります
ね。（笑い）　　　
（例 15）（以前に勤務していた職場の男性師長
が）「ええっ？師長なんでしょ？」っていう風
なことで，言われてたときもある。師長と言っ
てもね，やっぱりなったばっかりのときってぜ
んぜんわからないでしょ。
【家族に対する責任】というカテゴリーが抽出
され，サブカテゴリーとして家庭を支える責任
を自覚しており，〈経済的に家庭を支える〉，〈父
親としての責任を果たす〉という意識をもって
いた。
（例 16）やらなきゃいけないっていうのが最近
はだんだん強くなってますね。子どもが 2 人い
ますし，収入がないことには彼女たちがご飯を
食べれない。
（例 17）まあ，子どもとザリガニ取りに行った
り，（中略）お父さんと一緒に遊ばなかったとか，
いわれかねないからね。
Ⅴ．考　　察
1．男性看護師のキャリア発達に関する意識と
行動
【キャリア発達に対する消極性】には，研修に
対する経済的支援の不足や家庭生活への影響を
考えた対象者を取り巻く環境，あるいは経験の
少なさによる具体的な目標設定や行動の保留
などが関わっているものと考えられた。坂口
（1999）は，看護師を対象にしたキャリア志向
に関する報告で，「安定性」志向が多く，人生
を通じてある程度の安定と安心を必要としてい
ると指摘している。資格取得に伴う経済的負担
によって「安定性」を脅かされることが，資格
取得への消極的姿勢につながっていると推察さ
れた。実際，男性看護師のスペシャリストある
いは看護管理者は，進学のために経済的負担の
大きいことを語っている（桐明，2010）。また，
経験年数 3 〜 4 年目の看護師は，漠然とした看
護職業人としての模索や不安を経験していると
も言われる（川原，1999）。本研究対象者も現
領域における経験が５年未満の人が約半数を占
めたことから，経験不足による不安や看護職業
人としての模索の只中にあり，このことが将来
的な目標設定や行動の保留に結びついていると
考えられた。
【経験の蓄積と技術研鑽への意欲】については，
看護師が日常の仕事を通して，知識や技術の不
足を感じ，知識や技術を習得し，経験を積むこ
とが看護の質の向上につながると意識してお
男性看護師のキャリア発達に関する意識と行動
表 2　男性看護師の特性とキャリア発達
表 ．男性看護師の特性とキャリア発達
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【カテゴリー】 サブカテゴリー!
【看護の幅を広げる】 男性特有の発想!
女性の価値観を取り入れる!
男性患者の理解者!
女性看護師との協働!
【未発達な男性看護師の立場】 女性看護師が優勢!
女性看護師からの批判!
【家族に対する責任】 経済的に家庭を支える!
− 16 −
り，この経験と技術の不足を補おうとする意識
は，看護師が成長していく上での原動力になる
と考えられた。職業的アイデンティティの確立
には，自分自身とケア対象者から実践が認めら
れるだけの専門的知識，技術を持つことが必要
不可欠で，職業的アイデンティティは看護の質
を向上させることから（グレッグ，2002），経
験の蓄積と技術の研鑽は，目標とする看護師像
の形成，看護の質を向上させていくためにも重
要と言える。
【職場における役割の獲得】については（例 7）
のように，職場における役割を担うことが男性
看護師の自信につながると考えられる。そのこ
とが後輩の育成や仕事に対する責任感や意欲に
つながっている。岡田ら（2001）は，男性看護
師が一般病棟へ進出することへの賛成理由の調
査において，賛成理由として約半数の男性看護
師が病棟の雰囲気の改善を挙げていたと報告し
ている。本研究でも多くの対象者が，同性の少
ない職場において男性看護師として独自の役割
を果たすことに前向きな姿勢をもっていた。
【専門性の追求】は（例 9）のように，現状を
打開するために，仕事を通じた日々の経験の蓄
積と技術の研鑽に加え，進学や資格の取得の必
要性を感じている者もみられた。女性比べ男性
は，職業において個人の成長と専門性を追求す
る強い欲求をもっているといわれる（Lambert 
et al，2001）。しかし，その一方で本研究の対
象者は，対象者を取り巻く環境や経験の少なさ
による【キャリア発達に対する消極性】の影響
から，実現には至っていない状況があった。
【看護職への価値形成】は， （例 10，例 11）の
ように，看護が自己の成長に貢献していると感
じること，或いはクライアントを援助すること
の満足感が，看護の価値について認識させると
言われる（グレッグ，2002）。本研究対象者も，
看護に対する患者からの反応によって充実感や
学びを得ていた。
2．男性看護師の特性
【看護の幅を広げる】は，男性看護師が男性の
身体的特性，男性に特有の視点や発想が職場に
おける看護の質の向上につながっているという
自負であり，その背景には，男性としての自尊
感情や自信も影響していると考えられた。【未
発達な男性看護師の立場】については，男性看
護師が職場において，多数を占める女性から精
神的な圧力を感じていると考えられた。松田ら
（2004）は女性多数の環境において，男性看護
師が自己の異質性を意識すると，同僚との関係
形成に困惑して孤立を自覚すると述べているこ
とから，男性看護師が対等な感覚を得て女性看
護師と協働できる職場環境づくりが重要と考え
られた。
【家族に対する責任】は，男性看護師が家庭を
経済的に支える責任を担っているという意識で
あり，この意識は看護職を継続する意志につな
がっている。職業継続は，キャリア発達におけ
る重要な要因であることが指摘されている（グ
レックら，2003）。このことから，【家族に対す
る責任】は男性看護師のキャリア発達の基盤を
なすものとも言えよう。
3．男性看護師のキャ リア発達の様相
　抽出された 8 カテゴリー間の関連性を検討
し，明らかとなった男性看護師のキャリア発達
の様相を図 1 に示した。キャリア発達は一方向
性とは限らないものの，臨床の経験や技術の熟
練には物理的に時間要因も影響する。このこと
から，未来に向かって発達するキャリアとして
示した。現在においては，【未発達な男性看護
師の立場】にありつつも，女性看護師を含む同
僚，患者，家族との関係性のなかで日々の【看
護職への価値形成】を以て【経験の蓄積と技術
研鑽への意欲】につなげていた。また，男性の
特性を発揮し【看護の幅を広げる】という役割
を意識し，【職場における役割の獲得】を目指
していた。キャリアが発達した現在よりも上位
の在り方としては，【専門性の追求】，或いは職
業継続意志を支えるだけの【看護職への価値形
成】を果たしていることが必要と考えた。また，
【家族に対する責任】が職業の継続につながっ
ている可能性については先にも述べた通りであ
る。更に，これらのキャリア発達には，経験不
足などから生じる【キャリア発達に対する消極
性】が表裏一体をなしており，経験によって自
信が増幅されることで，キャリア発達の実現に
向かうと考えた。
翁長浩一郎・岩本　祐一・片岡　寛人・久間　悠軌・筒井　憲幸・岡安　誠子
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Ⅴ . 看護への提言
　男性看護師のキャリア発達に関して，性差や
ジェンダーによる影響は家庭における役割の違
いによるものも大きいと考えられた。女性看護
師では，結婚，出産，育児などのライフイベン
トが職業の中断につながる（平井，2003）。そ
の点では男性看護師はキャリア発達を継続しや
すい。しかし，多忙な日常業務の中でキャリア
について熟考すること，結婚している場合は家
庭を経済的に支える責任を担っており，学ぶた
めに職業を中断できない難しさもある。今後，
男性看護師に対するキャリア発達の支援とし
て，キャリアに関する教育，男性の管理職者や
資格取得者などから助言が得られる機会を確保
すること，職場における継続教育の充実，専門
職として学び直すための経済的支援の重要性が
示唆された。
Ⅵ．研究の限界
　本研究では，男性看護師の特性を踏まえた
キャリア発達の様相を示した。しかし，一病院
の男性看護師に対するインタビューに基づいた
横断研究であり，研究参加者が調査に同意した
男性看護師であることから偏りのあることは否
めない。今後，より対象者を広げて多様性を確
保していくことが求められる。
男性看護師のキャリア発達に関する意識と行動
図 1　男性看護師のキャリア発達の様相
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 ．男性看護師のキャリア発達の様相
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Ⅶ．結　　論
　男性看護師のキャリア発達に関する意識と行
動について，8 つのカテゴリー，25 のサブカテ
ゴリーが抽出された。キャリア発達に関しては
【キャリア発達に対する消極性】，【経験の蓄積
と技術研鑽への意欲】，【職場における役割の獲
得】，【専門性の追求】，【看護職への価値形成】
の 5 つのカテゴリーが抽出された。男性看護師
の特性とキャリア発達との関連においては【看
護の幅を広げる】，【未発達な男性看護師の立
場】，【家族に対する責任】の 3 つのカテゴリー
が抽出された。家庭を経済的に支える責任を
担っているという意識は，看護職を継続する意
志につながっていた。また，資格取得に伴う経
済的負担や看護師としての経験不足はキャリア
発達に対する消極的姿勢につながっていた。
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